
ＤａｔａＣｌｏｓｅｔ帳票印刷機能

１．機能概要
・ＤａｔａＣｌｏｓｅｔの高速データ抽出機能を使って抽出したデータを指定されたレイアウトで印刷する。
・（抽出パターンと同様）印刷フォーマットの保存、再利用が可能。
・外部プログラムからの呼び出し（自動実行）も可能。

２．主な帳票編集機能

■明細行の自動配置
・項目選択画面で指定された順に項目を自動配置します。
・各項目の「タイトル(見出し)」と「書式」の長さを比較し、長い方の桁数で幅を決定します。
・出力範囲を超えた場合は、自動で改行します。
・強制位置が指定されている場合はその指定を優先し、後続の項目はその位置から自動配置を行います。

■グループインディケーション
・ブレイク（指定された項目の内容が前の明細と異なる時）が発生した時のみ表示したい項目を指定することができます。
・頁替が発生した場合には、全ての項目が出力されます。

例) ｶﾃｺﾞﾘｺｰﾄﾞが変った時のみ、ｶﾃｺﾞﾘｺｰﾄﾞとｶﾃｺﾞﾘ名称を表示する。

■グループ見出し
・ブレイクが発生した時、もしくは、ページ替え後に、見出し行を印刷します。

・グループ見出しは、指定された項目のタイトルと内容を連結して表示します。

例) 部課が変った時に、部課ｺｰﾄﾞと課名を表示する。

■小計／合計
・ブレイクが発生した時に、指定された項目の小計を表示します。また、帳票の最後に、指定された項目の総合計を
　表示します。
・合計行のタイトルに表示する文言（「総合計」、「部課計」など）を指定することができます。また、任意の項目の内容
　をタイトルに加えて表示する（「部課計(営業部)」など）ことができます。
・合計タイトルの印字位置の指定や、総合計を印刷する前にページ替えを行うなどの指定も可能です。

例) 伝票毎に伝票計、部課毎に部課計を表示する。



DataCloset帳票機能のオプション

タブ名 オプション名 オプション説明 初期値
項目選択画面 表示順 同一明細行内での項目の出力順序（位置） 選択順

タイトル 項目の見出し データ辞書の項目名
ソート順 ソート順 なし
ブレイク処理 ブレイク処理を行う際の基準となる項目 なし
小計対象 全ての計（合計および小計１～３）を計算する しない

帳票全般 用紙サイズ A4、B4、任意 B4
用紙方向 縦、横 横
文字サイズ 小：９Ｐ、中：１０Ｐ、大：１２Ｐ 小：９Ｐ
上下マージン 行数で指定 0
左右マージン 桁数で指定 0
項目間空白 項目の自動配置をする際の項目間の間隔(桁数) 2

帳票ﾍｯﾀﾞ 帳票IDの表示／非表示 位置は１行目の左端に固定 非表示
帳票ID 半角30桁 なし
オーナー名の表示／非表示 位置は１行目の左端に固定 表示
印刷日付の表示／非表示 位置は１行目の右端、書式は「YYYY/MM/DD」 表示
印刷時刻の表示／非表示 位置は１行目の右端、書式は「HH:MM」 表示
ページ番号の表示／非表示 位置は１行目の右端、書式は「PAGE: nnnn」 表示
帳票名の表示／非表示 表示
帳票名 半角50桁 抽出パターン名
帳票名の文字サイズ 小：９Ｐ、中：１０Ｐ、大：１２Ｐ 大：１２Ｐ
帳票名の印刷位置 中央、左端 中央
抽出条件の表示 ヘッダ部（帳票名の下）に抽出条件を表示する する
項目見出し前の行送り 帳票名(抽出条件)から項目見出しまでの間隔(行数) 1
項目見出し行の下の罫線出力 項目見出しの下に罫線を印刷する 出力
項目見出し後の行送り 項目見出し（罫線）から明細までの間隔(行数) 0

ﾌﾞﾚｲｸ設定 ページ替え ページ替えを行うブレイクレベル なし
表示レベル1～３ グループインディケーションの表示レベル なし
全ての合計 全ての計（合計および小計１～３）を計算する 項目選択画面の指
合計 帳票合計を計算する なし
小計１～小計３ ブレイク毎に小計を計算する なし

ﾌﾞﾚｲｸ見出 ページ替え後のヘッダ印刷 ページ替え後に強制的にブレイク見出しをを出力する する
印刷後行送り ブレイク見出しから明細までの間隔(行数) 0
出力項目
レベル１～３

ブレイク見出しに表示する項目 なし

ﾌﾞﾚｲｸ小計 合計タイトル 合計行のタイトル なし
合計タイトル開始位置 合計行のタイトルの印字開始位置 0
合計タイトル罫線 合計行の前の罫線の表示／非表示（なし、一本線、二

本線、空白行）
一本線

印刷後行送り 合計行から次の明細（合計行）までの間隔(行数) 1
頁替後に印刷 総合計行を印刷する前にページ替えを行う しない
合計タイトルに表示する項目 指定された項目の内容を該当の合計タイトルとして表示

する（合計タイトルが指定されている場合は、結合して
なし

印刷位置 タイトル 項目見出し 項目選択画面の指
強制行位置 項目の強制印刷位置　（指定がない場合は自動配置） なし
強制桁位置 項目の強制印刷位置　（指定がない場合は自動配置） なし
（計算位置） （表示のみ）指定内容をもとに印刷位置を自動計算して
印刷書式 数値の書式。（負数表示、カンマ編集、小数点桁数な テーブル定義の書式
折返し行の開始位置 項目の自動配置の結果、明細行が複数行にまたがる

場合の、２行目以降の開始位置
1



サンプル帳票

【レイアウト情報】

記号 設定内容 設定タブ 記号 設定内容 設定タブ

a,b,c,d 上左右下マージン 帳票全般 n 項目見出しの下の罫線 帳票ﾍｯﾀﾞ

e 帳票IDおよび表示/非表示 帳票ﾍｯﾀﾞ o 項目見出しから明細までの間隔 帳票ﾍｯﾀﾞ

f 会社名の表示/非表示 帳票ﾍｯﾀﾞ p グループインディケーション ﾌﾞﾚｲｸ設定

g 日付の表示/非表示 帳票ﾍｯﾀﾞ q 項目の書式、位置（自動も可） 印刷位置

h .時刻の表示/非表示 帳票ﾍｯﾀﾞ r 小計行の罫線（１本、２本、空白） ﾌﾞﾚｲｸ小計

I ページ№の表示/非表示 帳票ﾍｯﾀﾞ s 小計のタイトル ﾌﾞﾚｲｸ小計

j 帳票名、印刷位置（左/中央）、文字サイズ 帳票ﾍｯﾀﾞ t 小計／合計をとる項目 ﾌﾞﾚｲｸ設定

k 抽出条件の表示/非表示 帳票ﾍｯﾀﾞ u 小計行の後の行送り ﾌﾞﾚｲｸ小計

l 帳票名/条件から項目見出しまでの間隔 帳票ﾍｯﾀﾞ

m 項目見出し 印刷位置

<a>

<b>
<c>

<d>

<e> <g>
<j>

<k>

<l>
<m>

<n>
<o>

<p>

<r>
<t><s>

<f> <h> <i>

<u>

<q>



サンプル帳票 - ブレイク見出し

【レイアウト情報】

記号 設定内容 設定タブ 記号 設定内容 設定タグ

a ブレイク見出し ﾌﾞﾚｲｸ見出

b ブレイク見出しの後の行送り ﾌﾞﾚｲｸ見出

<a>

<b>
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